
 

 

 

2023 年 1 月 30 日 

2 月 4 日（土）、5 日（日）、横浜駅西口エリアで職業体験 

神奈川県で初、「こども夢の商店街」を開催 
 

一般社団法人横浜西口エリアマネジメント 

  

（一社）横浜西口エリアマネジメント（所在地・横浜市西区、代表理事・森村 幹夫）では、2023 年 2 月 4 日（土）

と 5 日（日）の 2 日間、横浜駅西口周辺（横浜市西区南幸 以下、横浜駅西口エリア）の公共空間を活用して、職

業体験ができる「こども夢の商店街」（以下、同イベント）を神奈川県で初めて開催します。 

同イベントは、文部科学省や環境省、横浜市教育委員会が後援するキャリア教育イベントです。子どもたちは、

自分たちで創意工夫して取り組む「お店屋さん」や警察や銀行など、商店街の運営に携わる「オシゴト」に挑戦し、

働いた対価の「おむすび通貨」を手に入れながら、起業や就職を体験します。同イベントを通じて、子どもたちに

は将来働く意義や経済サイクルなどを体験しながら学んでいただける他、働くことの面白さや難しさも学ぶことが

でき、子どもの主体性や創造性を引き出します。 

また、横浜市立宮谷小学校の児童が授業の一環で

作成し、横浜西口エリアマネジメントも協力した

「西口エリアデジタルマップ」を同イベント会場で

お披露目します。 

横浜西口エリアマネジメントでは、子どもたちの

活動にさまざまな連携・協力をさせていただき、さ

らに魅力的な横浜駅西口創りを目指してまいりま

す。 

概要は別紙のとおりです。 

 

【「こども夢の商店街」の主な内容】 

〇お店屋さん 

食べ物・飲物以外で、何を売るか、どんなサービスをするか、子どもたちが自由に考えます。看板や値札、商品

といった商売に必要なものをそろえ、宣伝なども自分たちで行います。 

〇オシゴト 

受付や警察、銀行員など、「こども夢の商店街」を運営するさまざまな仕事をハローワークで選び、働くことで、

お給料（おむすび通貨）を受け取ることができます。 

〇おむすび通貨 

子どもたちが受け取るのは、世界初の米本位制の「おむすび通貨」。働いて受け取ったおむすび通貨は、神奈川

県内の米農家で作られたお米と交換できる他、提携店で金券として使用することができます。  

 

 

 

 

報道発表資料 

こども夢の商店街（イメージ）   
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（別  紙） 

「こども夢の商店街」の概要 

1．日時 

2023 年 2 月 4 日（土）10 時 40 分～16 時 00 分 

    2 月 5 日（日）10 時 40 分～16 時 00 分 

〔雨天順延〕※順延日に雨天の場合は、幸川橋での開催となります。 

2023 年 2 月 18 日（土）10 時 40 分～16 時 00 分 

    2 月 19 日（日）10 時 40 分～16 時 00 分 

※いずれも 2 部制。（午前の部：10 時 40 分～12 時 40 分、午後の部 13 時 40 分～15 時 40 分） 

※開催の可否は、当日の朝 7 時までに、横浜西口エリアマネジメントのウェブサイトおよび「こども夢の商店

街」のウェブサイトなどでお知らせします。 

2．開催場所 

・幸川橋（横浜ビブレ正面入口前） 

・Niigo ひろば（ドン・キホーテ横浜西口店横） 

3．入場料 

無料（どなたでも「こども夢の商店街」で買い物ができます） 

4．内容 

同イベントは、創意工夫して取り組む「お店屋さん」と、警察や銀行などの街の運営に携わる「オシゴト」に挑

戦することで、子どもたちが働くことの面白さと難しさを学ぶことができるキャリア教育イベントです。 

■お店屋さん 

食べ物・飲み物以外で、何を売るか、どんなサービスをするか、

子どもたちが自由に考えます。看板や値札、商品といった商売に

必要なものをそろえ、宣伝なども自分たちで行います。子どもの

自主性と自由な発想を引き出します。 

・対 象：小学生以上の未成年 

※出店者の募集は終了しています。 

■オシゴト 

受付や警察、銀行員など、「こども夢の商店街」を運営するさまざ

まな仕事をハローワークで選び、働くことができます。さまざま

な「オシゴト」に何度でも自由に参加でき、人の役に立つことで

お給料（おむすび通貨）をもらうことができます。 

・対象：小学生 

※予約の受付は終了しています。 

■おむすび通貨 

子どもたちが受け取るのは、世界初の米本位制の「おむすび通貨」。「1 むすび」はどんぶり約 1 杯分のご飯に

なるお米の価値があります。働いて受け取ったおむすび通貨は、神奈川県内の米農家で作られたお米と交換

できる他、提携店で金券として使用することができます。子どもたちは働く意義と経済の根幹を実体験とし

て学ぶことができ、さらに農家や地域の商店の活性化にもつながります。また、会場ではおむすび通貨を 20

むすび 1,000 円単位で販売しているため、大人も買い物を楽しむことができます。 

※詳細は「こども夢の商店街」のウェブサイトをご確認ください。 

https://www.f-money.com/event/202302yokohama/  

「こども夢の商店街」の内容   
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5．主催 

■一般社団法人横浜西口エリアマネジメント 

㈱髙島屋、㈱横浜岡田屋、㈱横浜ステーシヨンビル、㈱ルミネ、横浜西口商和会商店街、西口幸栄商店会、

横浜駅西口五番街商店会協同組合、パルナード管理協議会、㈱ミツウロコ、イオンモール㈱、相鉄ホテル

㈱、㈱相鉄アーバンクリエイツ、㈱相鉄ビルマネジメント、㈱三井住友銀行、三井住友信託銀行㈱、㈱横浜

銀行 

■こども夢の商店街実行委員会 

6．運営主体 

こども夢の商店街実行委員会（一般社団法人ユメ・フルサト） 

7．後援 

文部科学省、環境省、横浜市教育委員会 

8．協力 

西区・神奈川区・中区内の小学校、横浜市内高校・専門学校・大学、神奈川県戸部警察署、神奈川県横浜川崎治

水事務所、横浜市西区西土木事務所、横浜駅西口商店会連合会 

9．お問い合わせ 

一般社団法人横浜西口エリアマネジメント 

https://www.yokohamanishiguchi.or.jp/ 

10．その他 

■横浜市立宮谷小学校の授業に協力 

横浜市立宮谷小学校の 5 年 2 組では、2022 年春から、学級目標を「New Value Development Goals

（NDGs）」として、新しい価値を生み出す学級を目指す授業を行っています。 

児童たちは、地元である横浜駅西口エリアを調査する中で、街の中に「誰もが使いやすい工夫」が多数存在

していることに気付き、多くの人に知っていただくため、街の工夫を記載した「西口エリアデジタルマッ

プ」を作成しました。 

横浜西口エリアマネジメントでは、この「西口エリアデジタルマップ」を広めるための施策として、「こど

も夢の商店街」の会場で、児童がデジタルマップの告知と来街者の人々の感想を聞く機会を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■(一社)横浜西口エリアマネジメント 

横浜駅西口エリアの次世代のまちづくりを目的に、2017 年 4 月に設立。

地権者・商業者・就業者・来街者・居住者といったさまざまな関係者が協

働してイベントやワークショップなどの企画運営、横浜駅西口の情報発信

やプロモーション、防犯や環境美化などに取り組んでいます。 

ウェブサイト       https://www.yokohamanishiguchi.or.jp/ 

フェイスブック       https://www.facebook.com/FPyokohamanishiguchi 

インスタグラム       https://www.instagram.com/yokohama_west/ 

 

 

 

 

 

【まちづくり拠点 「FUTURE PUB’LIC ヨコハマニシグチ」】 

横浜西口の未来を考え、実験していく新たな拠点「FUTURE PUB’LIC ヨコハマニシグチ」をオープンしてい

ます。横浜西口をもっと面白い街にしていくために、さまざまな人々が出会い交流しながら、街の未来を一緒

に創り育てていく開かれた場です。お気軽にお立ち寄りください。 

 

 

フェイスブック 

〈アクセス〉 

横浜駅みなみ西口より徒歩 3 分 

〒220-0005 横浜市西区南幸 2-1-22  

相鉄ムービル ANNEX 1 階 

〈お問い合わせ〉 

T E L ：045-326-3034 

定休日：日曜日、月曜日、火曜日 

※コロナ禍の状況やイベントなどで変更することがあります。 

  詳細はウェブサイトおよびインスタグラムでご確認ください。 

ウェブサイト インスタグラム 


